
泉大津労働基準監督署 R８.６

店頭での転倒に要注意！

４S（整理・整頓・清掃・清潔）・KY活動の実施、危険箇所の見える化、
日々の運動等により、転倒災害を防止し、「お客様の安全」とともに「働く人の
安全」も確保しましょう！

転倒災害防止
対策の推進につ
いて（中央労働
災害防止協会
ホームページ）

【転倒災害対策のポイント】

①設備管理面の対策（４Sの徹底）

 □歩行場所に物を放置しない

 □床面の汚れ（水、油、粉等）を取り除く
 □床面の凹凸、段差等の解消

②転倒しにくい作業方法

 □時間に余裕を持って行動

 □滑りやすい場所では小さな歩幅で歩行
 □足元が見えにくい状態で作業しない

③その他の対策

 □作業に適した靴の着用

 □危険マップの作成による危険情報の共有
 □転倒危険場所にステッカー等で注意喚起
 □体操による筋力維持・アップ

転倒災害防止
教育用資料

※店内、バックヤードも同様に注意してください。



エイジフレンドリー指針
リーフレット

腰痛予防

台車の利用
重い物は
二人で保持持ち物の制限 体操の実施

高年齢労働者の労働災害防止

高齢者の身体機能の低下等を起因とした労働災害が増加しています。
特に第三次産業で多く発生しており、高齢者の労働災害は若年層と比べると、休業が長
期化しやすいという特徴があります。
エイジフレンドリー指針に基づく措置を講じ、働く高齢者の特性に配慮したエイジフレンドリー
な職場を目指しましょう！

【予防対策例】

腰痛は
①動作要因・・・重量物の取り扱い、不自然な姿勢、急な動作など
②環境要因・・・振動、温度、床面の状態など
③個人的要因・・・年齢、体格、筋力、疾病の有無
④心理社会的要因・・・対人関係や長時間労働などの精神的ストレス
の４つの要因が複合的に関与して発症。

腰痛予防対策
チェックリスト

エイジフレンドリー補助金はこちら→
（申請受付期間：R8.5.20～R8.10.31）

令和８年４月１日から、
「高年齢者の労働災害防止のための措置」

が事業者の努力義務となりました。

事業者が講ずべき措置

① 安全衛生管理体制等の確立

・身体機能低下等によるリスクアセスメントの実施等

② 職場環境の改善
・手すりの設置、段差の解消
・危険源の表示等

③ 高齢者の健康や体力の状況の把握
・フレイルチェックの実施等

④ 高齢者の健康や体力の状況に応じた対応

・小休憩の導入、労働時間の短縮等

⑤安全衛生教育

・高齢者本人、管理者への教育

※一部8月31日まで
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